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 方針を３つに分けて整理

方針１：公共交通中心の交通ネットワーク
の維持・充実

方針２：地域のくらしを支える
交通環境の形成

方針３：都心・観光地における
魅力的な交通環境の形成

取り組みの背景

平成25年9月策定

 都心・ウォーターフロントエリアを、
人を中心とした交通体系として整備

 歩行者動線の強化、たまり空間の整備、
BRT・LRT等の新たな公共交通システム
の導入等により、交通面からもまちの
魅力・活力を高めていく
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神戸市総合交通計画

本プロジェクト



都心・ウォーターフロントエリアの目指す交通体系のイメージ
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人を中心とした交通体系を確立し、回遊性向上に取り組むエリア
「都心～ウォーターフロント間における連節バス等運行予定事業者募集要項」より



都心～ウォーターフロント間の新たな公共交通システム導入

3

【連節バスのコンセプト】

都心 ～ ウォーターフロント間の回遊性や
都市魅力を高める新たな公共交通システム
①回遊性を高めるシステム
②都市魅力を高めるシステム
③まちづくりと一体となったシステム

【進め方のイメージ】

【運行に際しての神戸市からの補助】

・走行空間の整備
・車両・バス停のグレードアップ分

「都心～ウォーターフロント間における
連節バス等運行予定事業者募集要項（H31.3）」より



「Port Loop」の概要
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PORT BLUE
みなとまち神戸の風景をうつし込む
ひと・まちが輝く 新たな公共交通◆開始時期：令和3年4月1日

◆運行事業者：神姫バス株式会社
◆１周約５０分の循環運行
◆平日１９便、土休日２１便
概ね３０～６０分毎
→今後（今秋ごろ）増便予定

◆運賃大人210円 小児110円
1日乗車券500円
（神戸市バス普通区と同額）

◆トータルデザインコンセプトによる
車両・バス停留所整備

【運行概要】



運行ルート
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現状と課題
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他にも
乗り入れている
バス事業者が複数

市バス

神姫バス

神戸市都市局公共交通課製作「KOBEバスマップ」より

神戸の都心エリアには
複数事業者のバス乗り入れあり

ところが
運賃制度は
バラバラ…

全ての便数
を合わせると
相当なもの



現状と課題
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漫然５分

必死１５分

３４０円
初発6:46
終発22:10
２便／時（日中）

３６０円
初発6:15
終発23:12
４便／時（日中）

自宅



現状と課題
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３便／時

２便／時

同一区間の
移動なのに

の定期券が

しか使えない
なら

「使える」バスは

は選択対象にならない



利便向上策・着想
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は、神戸都心が目指す交通手段として登場

同じエリアの市バスと同じように使えればより高い利便性！

「同じように」＝シームレス化 まずは運賃制度から

多数利用されている市バス普通区定期券を「シームレス化」

と市内普通区エリアの神姫バスも市バス普通区定期券で

１枚の「市バス普通区定期券」で乗れるバスが増える
定期券の魅力ＵＰ

公共交通の魅力ＵＰ

「
シ
ー
ム
レ
ス
化
」
が

施
策
の
効
果
を
よ
り
高
め
る



市バス普通区定期券の神姫バスとの共通化・概要
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東灘区～須磨区エリアの専ら沿岸部と西区（西神中央エリア）で設定

市バス普通区

市バス普通区内をフリーに乗車できるもののみ発売（区間指定無）

市バス普通区定期券

市バス普通定期券のうち、IC定期券のみ共通利用可（磁気定期は対象外）

共通利用できる定期券

利用データが取得できるIC定期券への移行をより促進するため

価格据置
市バス普通区IC定期券が神姫バス普通区でそのまま利用できる（逆は無し）
発売はすべて交通局定期券うりば

発売に関して
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市バス普通区定期券の神姫バスとの共通化・概要



乗車チャンス増加①
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かすがプラザ前

市バス・平日 29便 神姫バス・平日 92便

西神中央駅

市バス ２９便

神姫バス ９２便

合計１２１便
乗車可能！！
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乗車チャンス増加②

白川台

名谷駅

市バス ８８便

神姫バス ９便

合計９７便
乗車可能！！

市バス・平日 ８８便 神姫バス・平日 9便

さらに「快速神戸駅行」
にも乗車可能に！



なぜ、「定期」から？
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メリット デメリット

利用者

１枚の定期で乗車可能なバスが増える（増便、利用
範囲拡大）

通勤や通学目的で購入した定期券で別目的の利用
が可能に

定期券購入窓口が増える（近くで買える）

（価格が据え置きならば）特になし

交通事業者

利便性がアピールできる
新たに資本（車両、運転士）を持たずとも実質増便
できる

定期券発売拠点の集約化など、（中長期的に）コスト減
利便性が高まることで他モードからバスへ転換してもら
える可能性

定期収入を自社独占出来なくなる
運賃制度や収入配分方法の調整が必要
自社への「囲い込み」、自社独自の運賃サービスがし
づらくなる

特に、通勤定期券は大半の場合、
家計負担ではなく、「企業負担」（通勤手当）

通勤定期券は、

価格＜利便性 で選択されるのでは？

通勤定期券は、一度獲得すると長期間利用 「お得意様」を増やすことで安定収入に！

「バス」が、交通手段として、より「選ばれる」ものに！



意識の違い
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市民・利用者は
ある会社のバスに乗りたいのではなく

「バスに乗って目的地に行きたい」 だけ

当事者 意識 市民・利用者 目線

なぜ、公共交通を使わないんだろう
なぜ、バスに乗ってくれないんだろう
自分なら、使うだろうか
自分の家族は、使ってくれるだろうか

どうしてバス会社が違うと定期が使えな
いの？

同じ行先なのに、なぜバス会社が違う？
お金払う側が気をつけないといけない？
そんなややこしいなら、やめようか



「シームレス化」で、「まち」「公共交通」を進化させる
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「シームレス化」で
バスの、公共交通の
利便性を向上

バス・公共交通利用が
増加

「歩くことを楽しむ」
環境がより多くのひとを

呼びこむまちに

バス・公共交通事業の
収支改善、

サービス改善投資へ

「持続可能」を目指して、「シームレス化」から取り組みを進めます！


